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人
生
一
〇
〇
年
時
代 

 

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
岩
協
」
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

               

岩
槻
協
議
会
会
長 

 
 

 

山
崎 

照
彦 

          

会
員
の
皆
様
、
ご
健
勝
の
事
と
存
じ

ま
す
。
私
も
気
が
付
い
た
ら
入
学
し
て

七
年
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
会
長
職
を
担
い
、
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
大
任
を
果
た
す
事
が

出
来
ま
し
た
。 

 

一
昨
年
二
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
知

っ
て
以
降
、
感
染
拡
大
が
予
想
以
上
に

広
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
各
期

に
於
い
て
も
、
行
事
計
画
の
見
直
し
、

又
協
議
会
も
計
画
の
中
止
等
が
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
そ
れ
で
も
、
前
期
・
後
期

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
学
習

講
演
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
各
期
交
流
会
が
実

施
で
出
来
な
か
っ
た
の
は
ま
こ
と
に

残
念
で
し
た
。 

 
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
新
規
感
染

者
数
が
減
少
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
に
諸
外
国
に
お
い
て
は
猛
威

を
ふ
る
っ
て
お
り
厳
重
な
警
戒
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

新
生
活
様
式
・
三
密
の
回
避
・
マ
ス

ク
の
着
用
・
手
洗
い
の
励
行
を
心
掛
け

て
頂
き
【
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
】

こ
と
を
切
望
い
た
し
ま
す
。 

 

 

人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
明
る
く
・
楽

し
く
・
元
気
良
く
生
き
た
い
も
の
で
す
。

「
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
せ
る
」
そ
ん
な
岩
槻
協
議

会
を
、
全
員
一
丸
と
な
っ
て
築
き
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
一
年
間
、
皆
様
よ
り
頂
い
た
ご

指
導
ご
鞭
撻
、
ま
こ
と
に
有
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

連
合
会
の
現
況
報
告 

 

～
何
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
～ 

 
 
 
 
 

岩
協
顧
問 

瀧
田
和
雄 

  

先
ず
最
初
に
、
令
和
三
年
度
に
連
合

に
お
い
て
大
改
革
が
な
さ
れ
た
こ
と

か
ら
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

令
和
二
年
度
当
初
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

趣
旨
は
、
こ
れ
ま
で
の
連
合
に
お
け
る

役
員
の
順
番
制
に
よ
る
、
各
校
の
負
担

の
軽
減
を
図
る
に
は
、
何
を
ど
う
改
革

し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
問
題
提
起
で

あ
り
ま
し
た
。 

 

一
年
間
に
わ
た
る
議
論
の
結
果
、

「
役
員
専
任
制
」
と
い
う
新
し
い
制
度

が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
各
協
議

会
の
順
番
制
で
あ
っ
た
、
最
も
負
担
の

大
き
か
っ
た
総
務
部
長
と
企
画
部
長

を
、
三
年
の
任
期
で
専
任
化
す
る
と
い

う
画
期
的
な
組
織
改
革
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
は
各
専
任
部
長
に
相

応
の
費
用
支
給
が
発
生
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
順
番
制
に

よ
る
企
画
部
長
と
総
務
部
長
の
任
務

負
担
が
無
く
な
り
、
各
協
議
会
は
責
任

＝
負
担
と
い
う
重
圧
か
ら
離
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
度
か
ら
企
画
部
長
に
就
任
さ

れ
た
東
浦
和
校
の
山
本
部
長
は
、
次
々

と
こ
れ
ま
で
の
連
合
の
活
動
に
は
な

か
っ
た
新
企
画
を
提
案
さ
れ
、
新
し
い

連
合
会
の
運
営
に
着
手
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。 

 

連
合
会
の
か
か
る
変
革
の
結
果
、
一

言
で
い
え
ば
各
校
の
任
務
負
担
が
大

幅
に
軽
減
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
に
よ
っ
て
各
校
は
安
心
し
て
連
合

会
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ご
存
知
の
通
り
、
我
が
岩
協
は
今
年

度
か
ら
連
合
会
を
休
会
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
る
に
、
連
合
会
の
各
協
議
会

の
方
々
は
、
休
会
中
で
あ
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
温
か
く
接
し

て
く
だ
さ
り
、
我
が
岩
協
の
一
日
も
早

い
復
帰
を
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

 

 

岩
槻
協
議
会
も
連
合
会
同
様
、
様
々

な
問
題
点
を
抱
え
、
そ
の
解
決
に
鋭
意

努
力
中
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

結
果
と
方
向
性
が
近
く
示
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
岩
協
の

改
革
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、
速
や
か
に
連

合
に
復
帰
し
て
、
新
し
く
参
加
し
て
こ

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
一
七
期
以
降
の
新

会
員
の
皆
様
と
も
ど
も
、
か
つ
て
の
よ

う
に
連
合
会
の
中
で
校
友
会
活
動
を

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
連
合
会
の
会
議
に
参
加

会 

報

 

岩
槻
協
議
会 

第 25号  
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し
て
ま
い
り
ま
し
た
者
と
し
て
、
私
が

痛
感
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
末
尾
に

お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

岩
協
の
組
織
改
革
は
途
半
ば 

 
 
 
 

岩
協
副
会
長 

森 

義
信 

  

企
画
部
を
解
体
し
て
、
事
業
を
各
期

で
分
担
す
る
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
ま

し
た
。
そ
の
初
年
度
と
し
て
、
夏
と
秋

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
七

期
・
八
期
、
秋
の
学
習
講
演
会
を
九
期
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
五
期
が
実
施
し

ま
し
た
。
春
の
学
習
講
演
会
は
十
二
期

が
実
施
予
定
で
す
。
事
業
へ
の
参
加
者

数
は
延
べ
で
三
百
名
を
越
え
ま
す
が
、

会
員
数
に
比
し
て
な
お
参
加
率
が
低

い
と
言
え
ま
す
。 

 

他
方
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
、
各
期

交
流
会
（
二
期
・
四
期
共
催
）
と
バ
ス

旅
行
（
十
一
期
）
が
中
止
の
や
む
な
き

に
至
り
ま
し
た
。 

 

令
和
四
年
度
の
企
画
事
業
の
分
担

に
つ
い
て
は
現
在
調
整
中
で
す
が
、 

ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む
会
、
学
習
講
演
会
な

ど
の
企
画
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

健
康
活
動
関
連
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど

の
企
画
や
各
期
が
独
自
に
実
施
す
る

企
画
に
、ほ
か
の
期
か
ら
の
参
加
も
可
能

に
す
る
呼
び
か
け
な
ど
の
提
案
も
あ

り
ま
す
。 

 

令
和
四
年
度
は
、
岩
協
の
会
長
と
総

務
部
長
を
十
二
期
が
担
当
し
ま
す
。
一

期
か
ら
始
ま
っ
た
役
職
の
順
番
制
は
、

こ
の
年
度
で
途
切
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

 

令
和
五
年
度
以
降
は
、
会
長
会
と
理

事
会
で
の
議
論
の
結
果
、
「
共
同
代
表

制
」
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二

つ
の
期
の
会
長
か
理
事
が
「
共
同
代
表
」

と
な
り
ま
す
。
二
人
が
協
力
し
て
岩
協

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
体
制
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
期
の
負
担
を
軽

減
す
る
、
半
分
に
す
る
と
い
う
趣
旨
で

す
。
シ
ニ
ア
大
学
の
面
々
は
押
し
な
べ

て
高
齢
で
す
。
老
人
力
は
あ
り
ま
す
が
、

う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多

く
、
時
に
失
敗
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
相

互
に
助
け
合
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
二
人
の
う
ち
の
ど
ち

ら
か
が
真
の
代
表
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
外
部
に
向
か
っ
て
も

「
共
同
代
表
」
で
す
。 

 

 

改
革
の
総
仕
上
げ
は
、
総
務
部
や
広

報
部
な
ど
の
仕
事
も
分
担
制
に
す
る

こ
と
で
す
。
総
務
部
の
仕
事
は
、 

Ａ 

会
議
の
招
集
と
書
類
の
管
理
、 

Ｂ 

会
計
や
決
算
業
務
、 

Ｃ 

社
会
活
動
な
ど
の
事
業
担
当
、
と

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
今
ま
で
は
こ
れ

ら
を
一
つ
の
期
で
担
当
し
て
い
た
の

で
す
か
ら
、
負
担
は
相
当
大
き
な
も
の

で
し
た
。
こ
れ
ら
Ａ
～
Ｃ
を
切
り
離
し
、

広
報
部
の
Ｄ
、
会
報
の
発
行
と
Ｈ
Ｐ
の

管
理
運
営
、
と
い
う
仕
事
を
加
え
て
、

都
合
四
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
、
各
期
が

で
き
る
範
囲
の
も
の
を
選
ん
で
担
当

す
る
と
い
う
仕
組
み
に
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
と
て
も
大
き
な
改
革
で
す
。

こ
れ
が
う
ま
く
軌
道
に
乗
っ
て
く
れ

れ
ば
、
岩
協
は
生
ま
れ
変
わ
れ
ま
す
。

令
和
四
年
度
を
準
備
の
期
間
と
し
て
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
・
ご
尽
力
を
得
て
、

な
ん
と
し
て
も
力
強
い
再
生
を
果
た

し
た
い
も
の
と
念
じ
て
い
ま
す
。 

 

言
う
ま
で
も
な
く
、
岩
協
は
現
在
在

籍
中
の
二
期
か
ら
一
五
期
ま
で
の
も

の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
七
期
と

そ
れ
以
降
も
続
い
て
加
入
し
て
来
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
後
輩
た
ち
の
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。
彼
ら
が
引
き
継
ぎ
つ
つ
、

時
代
に
あ
っ
た
組
織
、
形
に
し
て
い
っ

て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

秋
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
会
報
告
記 

   

実
行
委
員
長 

薮
崎
勝
利(

八
期) 

 

令
和
三
年
九
月
二
八
日
（
火
）
午
後 

 
 

岩
槻
文
化
公
園 

陸
上
競
技
場 

             

参
加
者
数
七
〇
名 

 

木
の
葉
が
色
付
く
岩
槻
文
化
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま
っ
た
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
自
己
ベ
ス
ト
更
新
を
目

指
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
漲
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
し
た
。 

 

大
会
委
員
長
山
崎
会
長
の
ユ
ー
モ 

ア
溢
れ
る
開
催
の
挨
拶
に
始
ま
り
、 

競
技
規
則
の
説
明
後
、
ス
タ
ー
ト 

ホ
ー
ル
に
移
動
し
、
準
備
運
動
の
後 

い
よ
い
よ
プ
レ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

綺
麗
な
ク
ラ
ブ
ス
イ
ン
グ
か
ら
弾

け
出
た
ボ
ー
ル
は
、
真
っ
直
ぐ
ホ
ー
ル

ポ
ス
ト
に
向
か
っ
て
転
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ど
う
や
ら
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
が
出
た
よ
う
で
す
。
あ
ち
こ
ち
の
チ

ー
ム
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

 

表
彰
式
で
は
入
賞
さ
れ
た
男
女
各

五
人
の
皆
さ
ん
の
優
し
い
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。
今
大
会
は
男
女
そ
れ
ぞ

れ
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 
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男
性 

優
勝 

三
井
健
三
（
８
期
） 

 
 

７２
（
２
）
春
秋
連
覇
で
す 

女
性 
優
勝 

今
井
雪
子
（
７
期
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

７９
（
１
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

２
位 

町
田 
茂
（
９
期
）
７５
（
１
）  

 
 

   

２
位 

小
林
喜
代
子
（
12
期
）
７９
（
１
） 

３
位 

竹
村 

進
（
12
期
）
７６
（
１
） 

 
  

 

３
位 

萩
原
マ
リ
子(

８
期)
８０
（
１
） 

４
位 

篠
崎
弘
征(

８
期)

７８
（
２
） 

   

４
位 

大
貫
良
子(

８
期)

８１
（
１
） 

５
位 

永
盛
好
男(

８
期)

７８
（
１
） 

 
  

５
位 

新
井
文
枝(

７
期)

８２
（
２
） 

                

 

ま
た
、
ラ
ッ
キ
ー
賞
（
男
女
各
５
名
）

と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
の
表
彰
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
上
段
表
彰
者
の
（ 

）

内
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
数
。 

 

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
会
開
催

に
あ
た
り
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
期
校
友
会
の

運
営
委
員
の
皆
様
、
八
期
実
行
委
員
の

皆
様
、
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

前
期
学
習
講
演
会 

 
 

「
塙
保
己
一
の
生
涯
」 

 
 
 
 
 

講
師 

長
谷
川
典
明
氏 

 
 

 

昨
年
開
催
が
見
送
ら
れ
て
き
た
学

習
講
演
会
が
、
十
月
十
二
日
午
後
、
本

丸
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
。 

 

今
回
の
講
師
に
埼
玉
三
偉
人
の
一

人
で
あ
る
盲
目
の
国
学
者
で
あ
る
塙

保
己
一
の
伝
道
者
で
あ
ら
れ
る
長
谷

川
典
明
先
生
を
お
招
き
し
て
、
そ
の
生

涯
と
著
書
で
あ
る
『
群
書
類
従
』
に
つ

い
て
詳
し
く
解
説
を
い
た
だ
い
た
。
当

日
は
各
期
か
ら
八
七
名
の
参
加
者
が

あ
り
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
お
ら
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
こ
の
時
期
と
し
て
は

盛
会
で
あ
っ
た
。 

 

『
群
書
類
従
』
と
は
塙
保
己
一
が
編

纂
し
た
国
学
・
国
史
な
ど
を
主
と
す

る
一
大
叢
書
で
学
術
的
な
研
究
に
多

大
な
貢
献
を
し
た
。
保
己
一
が
こ
の

『
群
書
類
従
』
の
編
纂
を
思
い
つ
い
た

き
っ
か
け
は
、
こ
れ
ま
で
残
さ
れ
て
き

た
貴
重
な
古
書
の
散
逸
を
危
惧
し
た

か
ら
に
ほ
か
な
ら
ず
、
一
七
七
九
年
に

菅
原
道
真
を
奉
る
北
野
天
満
宮
に
刊

行
を
誓
い
、
江
戸
幕
府
や
諸
大
名
・
神

社
・
公
家
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
収
集

・
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
古
代
か
ら

江
戸
時
代
初
期
ま
で
に
成
っ
た
史
書

や
文
学
作
品
、
合
計
一
二
七
三
種
を
収

め
て
い
る
。
の
ち
に
寛
政
五
年
（
一
七

九
三
年
）
か
ら
文
政
二
年
（
一
八
一
九

年
）
に
か
け
て
木
版
で
刊
行
さ
れ
た
。 

           

保
己
一
の
有
名
な
言
葉
に
「
世
の
た

め
、
後
の
た
め
」
と
い
う
も
の
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
『
群
書
類
従
』
の
編
纂
に

当
た
り
、
後
世
へ
の
遺
産
と
し
て
、
不

撓
不
屈
の
精
神
で
努
力
し
た
心
の
内

を
披
露
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

（
開
催
主
管
は
九
期
） 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
報
告
記 

 

実
行
委
員
長 

藤
本
信
夫(

五
期) 

  

令
和
三
年
度 

第
一
回
目
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
が
、
春
日
部
タ
ー
キ
ー
ボ

ウ
ル
で
、
十
二
月
七
日
岩
槻
協
議
会
と

し
て
初
め
て
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

参
加
者
は
二
十
四
名
（
女
性
十
一
名
、

男
性
十
三
名
）
で
し
た
。 

 
 

             

ラ
ジ
オ
体
操
の
あ
と
、
五
分
間
の
練

習
が
あ
り
、
い
ざ
ス
タ
ー
ト
。
気
持
ち

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%A4%E6%9B%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%9B%E6%94%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/1793%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1793%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1793%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1793%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E6%94%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/1819%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1819%E5%B9%B4
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は
青
春
時
代
で
勢
い
良
く
始
ま
り
ま

し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と
ス
コ
ア
ー
は
年

相
応
と
な
り
、
ボ
ー
ル
の
重
さ
を
変
え

た
り
し
ま
し
た
。
若
い
頃
の
ス
コ
ア
の

思
い
出
話
を
す
る
な
ど
、
賑
や
か
な
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
な
に
よ

り
も
、
各
期
と
の
交
流
が
出
来
た
こ
と

が
、
何
に
も
ま
し
て
幸
い
で
し
た
。
全

員
が
二
ゲ
ー
ム
を
投
げ
き
り
、
笑
顔
で

満
足
し
、
お
互
い
を
讃
え
っ
て
終
わ
り

ま
し
た
。 

           

今
回
は
か
弱
い
？
女
性
陣
を
い
た

わ
っ
て
ハ
ン
デ
三
〇
点
を
差
し
上
げ

ま
し
た
が
、
全
く
必
要
が
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。 

 

優
勝 
 

河
内
良
子
（
12
期
） 

 

二
位 

 

草
野
和
子
（
12
期
） 

 

三
位 

 

迫 

雍
子
（
11
期
） 

 

ハ
イ
ゲ
ー
ム
賞 

 
 
 
 
 

河
内
良
子
（
12
期
） 

す
べ
て
女
性
に
独
占
さ
れ
ま
し
た
。
次

回
は
男
性
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

私
の
旅
遍
歴 

 
 

         
 

二
期 

 

千
葉
勝
彦 

  

会
社
定
年
前
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た

日
本
全
国
旅
遍
歴
が
始
ま
っ
た
の
は
、

六
十
二
歳
の
時
で
あ
る
。
最
初
の
旅
は

「
チ
ャ
リ
ン
コ
奥
の
細
道
一
人
旅
」
で

す
。
江
戸
時
代
の
俳
人
、
松
尾
芭
蕉
と

弟
子
の
曽
良
が
歩
い
た
道
を
折
り
畳

み
自
転
車
で
走
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

約
三
千
キ
ロ
の
行
程
を
五
十
八
日
間

で
走
破
し
ま
し
た
。
名
所
旧
跡
、
自
然

の
風
景
、
名
物
料
理
、
地
方
の
人
々
と

の
温
か
い
交
流
と
、
存
分
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

次
の
旅
は
「
五
街
道
歩
っ
歩
一
人
旅
」

東
海
道
、
中
山
道
、
奥
州
街
道
、
甲
州

街
道
、
日
光
街
道
を
徒
歩
で
旅
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
ま
ず
は
東
海
道
五

十
三
次
。
東
京
の
日
本
橋
か
ら
京
都
の

三
条
大
橋
ま
で
、
江
戸
時
代
に
安
藤
広

重
が
描
い
た
浮
世
絵
の
五
十
三
の
宿

場
を
巡
る
旅
で
も
あ
り
ま
し
た
。
浮
世

絵
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
感
激
の
二
十
四
日
間
で
し
た
。 

 

次
は
中
山
道
六
十
九
次
。
東
海
道
は

海
辺
の
道
、
中
山
道
は
山
辺
の
道
で
す
。

中
山
道
の
中
で
も
特
に
圧
巻
な
の
は

木
曽
街
道
十
一
の
宿
場
の
風
景
で
あ

る
。
明
治
の
文
豪
島
崎
藤
村
の
「
夜
明

け
前
」
冒
頭
の
「
木
曽
路
は
す
べ
て
山

の
中
で
あ
る
」
の
名
文
通
り
の
姿
が
あ

っ
た
。
特
に
奈
良
井
宿
、
妻
籠
宿
、
馬

籠
宿
は
、
時
代
劇
映
画
の
ロ
ケ
現
場
に

紛
れ
込
ん
だ
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
覚

え
た
二
十
八
日
間
の
旅
で
し
た
。
ま
た
、

そ
の
ほ
か
の
三
街
道
も
地
方
色
豊
か

で
楽
し
く
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

次
は
「
琵
琶
湖
一
周
」
の
旅
。
こ
の

地
区
は
、
奈
良
、
平
安
時
代
か
ら
戦
国

時
代
に
か
け
て
の
歴
史
の
宝
庫
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
比
叡
山
延
暦

寺
、
日
吉
大
社
、
三
井
寺
、
義
仲
寺
、

安
土
城
、
瀬
田
の
唐
橋
、
湖
東
三
山

等
々
見
所
満
杯
で
あ
っ
た
。 

 
最
後
に
山
登
り
の
友
人
と
計
画
し

た
の
が
「
日
本
一
周
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
」

で
あ
る
。
一
年
に
三
回
、
三
十
日
、
こ

れ
を
五
年
続
け
る
。
車
中
泊
、
テ
ン
ト

泊
，
民
宿
泊
を
交
互
に
し
た
。
北
海
道
、

本
州
、
九
州
、
四
国
を
く
ま
な
く
回
り
、

見
聞
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
喜
ん
で
い
ま
す
。 

 

私
の
旅
遍
歴
も
こ
こ
ら
で
終
わ
り

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
日

本
に
生
ま
れ
、
育
っ
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

四
期
の
リ
ズ
ム
ク
ィ
ー
ン 

 
 
 
 
 

部
長 

式
田 

千
代
子 

  

私
達
四
期
十
一
名
の
乙
女
は
一
ヶ

月
に
二
回
リ
ズ
ム
体
操
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
隔
月
に
先
生
に
来
て
い
た
だ

き
、
楽
し
い
曲
に
挑
戦
し
て
校
友
会
の

芸
能
発
表
で
は
、
皆
さ
ま
に
見
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
で
発
表
の

場
が
な
く
張
り
合
い
が
有
り
ま
せ
ん
。 

 

部
員
か
ら
の
一
言
で
す
。 

・
老
骨
に
鞭
打
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
の
つ

も
り
で
仲
間
た
ち
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。 

 
  

真
辺 

彰
子 

・
好
む
も
の
に
は
深
く
入
れ
る
の
に
、

リ
ズ
ム
体
操
は
苦
手
で
す
。
仲
間
が
い

る
か
ら
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
心
入
ら

ず
今
も
棒
立
ち
で
踊
る
私
で
す
。 

 

越
田 

 

実 

・
ダ
ン
ス
は
苦
手
だ
が
健
康
の
為
参

入賞者に景品授与 
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加
し
て
い
る
。
先
生
の
指
導
の
時
は
筋

肉
痛
に
な
る
が
何
故
か
そ
の
夜
は
心

地
よ
く
眠
れ
ま
す
。
渡
辺 

幸
子 

・
リ
ズ
ム
体
操
で
思
い
出
が
あ
る
の

は
ダ
ン
シ
ン
グ
ク
イ
ー
ン
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
色
々
な
曲
を
習
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

須
田
久
美
子 

 

・
先
生
は
「
パ
プ
リ
カ
」
を
可
愛
く
踊

っ
て
と
お
っ
し
ゃ
る
。
手
の
指
を
大
き

く
広
げ
体
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
左
右
に

振
っ
て
躍
る
。
心
も
体
も
ウ
キ
ウ
キ
す

る
。 

 
 
 

   
 

依
田
美
智
子 

・
ダ
ン
シ
ン
グ
ク
イ
ー
ン
、
恋
の
季
節
、

銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
等
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

阿
久
津
あ
き
子 

・
現
在
「
パ
ブ
リ
カ
」
練
習
中
、
年
を

忘
れ
五
本
の
指
を
広
げ
踊
る
自
分
の

姿
、
「
ウ
フ
フ
」
で
笑
い
楽
し
く
、
メ

ン
バ
ー
に
感
謝
し
な
が
ら
続
く
限
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

佐
藤 

弘
子 

・
お
互
い
仲
間
の
気
持
ち
を
思
い
や

り
な
が
ら
心
と
き
め
く
曲
に
乗
っ
て

動
か
せ
こ
と
が
、
と
て
も
幸
せ
で
す
。

帰
る
頃
に
は
皆
が
増
々
の
笑
顔
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

渡
辺 

道
子 

・
四
期
の
皆
さ
ん
と
り
ズ
ム
体
操
を 

や
り
始
め
早
十
余
年
、
今
日
ま
で
続
け

て
こ
ら
れ
た
の
は
何
よ
り
も
よ
き
仲

間
に
恵
ま
れ
た
か
ら
と
思
い
ま
す
。 

志
賀
セ
ツ
子 

・
リ
ズ
ム
体
操
の
仲
間
の
皆
さ
ん
！ 

運
動
音
痴
の
こ
の
私
を
、
こ
れ
ま
で
有

り
難
う
（
感
謝
）
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

も
（
願
望
）
。 

 
  

早
瀨 

邦
子 

        

運
転
免
許
証
の
取
得
と
返
納 

 
 
 
 
 
 

五
期 
新
井 

茂 

  

私
は
、
平
成
四
年
八
月
四
日
付
で 

四
十
二
年
余
り
勤
務
し
た
郵
便
局
を 

退
職
し
ま
し
た
。 

 

在
勤
中
、
二
回
の
単
身
赴
任
を
経 

験
し
た
り
、
片
道
二
時
間
以
上
か
か 

る
所
も
三
局
あ
り
ま
し
た
。
通
勤
疲 

れ
で
、
日
曜
日
は
休
養
日
で
し
た
。 

 

退
職
を
し
ま
し
た
が
、
幸
い
第
二 

の
職
場
に
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
、 

責
任
の
な
い
と
こ
ろ
で
体
力
的
に
も 

気
持
ち
の
上
で
も
余
裕
が
で
き
、
運 

転
免
許
取
得
に
挑
戦
す
る
気
に
な
り 

ま
し
た
。 

 

年
齢
的(

五
十
九
歳)

に
も
運
転
の

や
さ
し
い
オ
ー
ト
マ
を
選
び
ま
し
た
。 

第
二
の
職
場
へ
通
勤
し
な
が
ら
、
土

曜
・
日
曜
の
学
習
は
、
実
地
の
予
約
も

取
り
に
く
く
、
四
か
月
で
実
地
の
合
格

と
な
り
ま
し
た
。 

 

学
科
試
験
は
、
鴻
巣
の
免
許
セ
ン 

タ
ー
で
受
験
し
一
回
で
合
格
し
ま
し 

た
。
平
成
五
年
二
月
十
二
日
免
許
証 

を
手
に
し
ま
し
た
。 

 

早
速
新
車
を
購
入
し
、
久
伊
豆
神 

社
で
安
全
運
転
の
祈
願
を
受
け
て
指 

導
者
な
し
の
ひ
と
り
運
転
を
し
ま
し 

た
。
ダ
ン
プ
カ
ー
と
の
す
れ
違
い
は 

大
変
怖
か
っ
た
で
す
。 

運
転
免
許
証
の
取
得
に
よ
り
、
行 

動
範
囲
も
広
が
り
多
く
の
趣
味
が
で 

き
ま
し
た
。
俳
句
、
社
交
ダ
ン
ス
、 

太
極
拳
、
カ
ラ
オ
ケ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド 

ゴ
ル
フ
等
で
す
。 

 

令
和
二
年
七
月
誕
生
日
を
迎
え
、 

免
許
更
新
も
間
近
と
な
り
、
車
の
車 

検
切
れ
も
重
な
り
、
二
十
八
年
間
の 

無
事
故
・
無
違
反
を
誇
り
と
し
て
免 

許
返
納
を
決
意
し
ま
し
た
。
免
許
返 

納
は
、
他
人
に
勧
め
ら
れ
る
こ
と
で 

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

免
許
返
納
後
は
、
自
転
車
が
私
の 

足
で
す
。
無
理
を
せ
ず
、
安
全
運
転 

で
健
康
増
進
と
排
出
ガ
ス
ゼ
ロ
で
地

球
温
暖
化
防
止
に
努
め
ま
す
。 

 

天
空
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

 
 
 
 
 
 

七
期 

須
賀
由
見
子 

  

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
仲
々
出
か
け
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除

の
報
に
七
期
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
行

し
た
。
十
月
五
～
六
日
、
目
的
地
は
中

央
ア
ル
プ
ス
の
千
畳
敷
カ
ー
ル
一
泊

二
日
の
山
旅
だ
。 

 

久
々
な
の
で
ワ
ク
ワ
ク
心
躍
る
。
雲

一
つ
無
い
青
空
を
見
な
が
ら
六
人
で

新
宿
バ
ス
タ
よ
り
駒
ヶ
根
行
に
乗
っ

た
。
ホ
テ
ル
に
着
き
、
荷
物
を
預
け
す

ぐ
ホ
テ
ル
周
辺
を
散
策
、
地
図
を
見
な

が
ら
歩
い
て
い
る
つ
も
り
な
の
に
何

故
か
目
的
地
に
着
か
な
い
、
よ
う
や
く

光
前
寺
に
到
着
し
て
見
れ
ば
ホ
テ
ル

の
す
ぐ
近
く
で
し
た
。 

 

遠
回
り
し
な
が
ら
二
時
間
の
散
策

で
し
た
が
光
前
寺
は
歴
史
あ
る
立
派

な
お
寺
で
す
。
石
畳
み
の
歩
道
を
進
む

と
道
沿
い
に
は
光
苔
が
美
し
く
、
落
ち
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着
い
た
雰
囲
気
で
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

で
す
ね
。
ホ
テ
ル
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
万

全
で
、
入
浴
、
食
事
な
ど
す
べ
て
二
部

制
で
し
た
。 

 

翌
日
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
待
望
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
に
出
発
、
ホ
テ
ル
前
よ
り

バ
ス
に
て
「
し
ら
び
平
」
へ
、
そ
し
て

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
で
千
畳
敷
へ
、
眼
下
に

広
が
る
今
年
の
紅
葉
も
素
晴
ら
し
く
、

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
か
ら
見
た
山
肌
を
流

れ
落
ち
る
一
筋
の
滝
の
美
し
さ
は
絶

景
で
し
た
。 

            

標
高
二
千
六
百
ｍ
を
超
え
る
千
畳

敷
カ
ー
ル
は
雲
の
上
の
世
界
、
青
い
空
、

流
れ
る
雲
、
切
り
立
っ
た
山
々
が
連
な

り
素
晴
ら
し
い
光
景
に
ウ
ッ
ト
リ
、

「
登
山
者
が
あ
ん
な
所
を
登
っ
て
い

る
」
と
下
か
ら
見
え
た
あ
の
稜
線
に
は

ど
ん
な
景
色
が
待
っ
て
い
る
の
か
？

あ
あ
い
つ
か
あ
そ
こ
に
登
っ
て
み
た

い
と
思
う
こ
と
し
き
り
で
し
た
。 

余
り
お
喋
り
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
山

を
眺
め
て
い
れ
ば
ご
機
嫌
な
仲
間
と

同
じ
空
気
を
吸
っ
て
い
る
だ
け
で
幸

せ
、
楽
し
い
山
旅
で
し
た
。 

  

花
の
箱 

 
 
 
 
 

八
期 

佐
々
木 

和
子 

  
私
の
趣
味
は
お
菓
子
の
箱
の
蓋
に

絵
を
描
く
こ
と
。
絵
と
言
っ
て
も
庭
の

水
仙
や
土
手
で
摘
ん
だ
草
花
な
ど
を

自
己
流
に
適
当
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
描

き
、
ひ
と
こ
と
言
葉
を
添
え
る
。 

 

蓋
が
無
地
の
菓
子
箱
を
頂
く
と
、
中

味
よ
り
箱
の
方
が
気
に
な
っ
て
し
ま

う
。
中
味
は
早
々
に
夫
と
私
の
お
腹
の

中
に
収
ま
る
。 

 

散
歩
な
ど
め
っ
た
に
し
な
い
私
だ

が
、
こ
の
箱
に
何
を
描
こ
う
か
と
考
え

る
と
、
今
頃
は
彼
処
の
あ
の
辺
り
に
は

ど
ん
な
花
が
咲
い
て
い
る
か
と
気
に

な
る
。 

 

今
は
ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
る
が
、
や

は
り
生
の
お
花
が
欲
し
い
。
色
の
風
合

い
や
、
花
び
ら
の
襞
、
花
芯
や
萼
の
形
、

写
真
で
は
分
か
ら
な
い
花
の
み
ず
み

ず
し
さ
を
見
た
い
。
そ
れ
で
道
端
や
野

原
の
花
を
二
、
三
本
失
敬
し
て
摘
ん
で

く
る
。
花
瓶
に
差
し
、
一
本
の
花
を
四

方
の
角
度
か
ら
眺
め
、
沢
山
の
花
を
描
く
。 

            

花
の
縁
取
り
は
う
す
墨
の
サ
イ
ン

ペ
ン
、
色
彩
は
水
性
の
カ
ラ
ー
マ
ー
カ

ー
。
凝
っ
て
描
き
た
い
時
は
絵
手
紙
の

顔
彩
絵
の
具
を
引
っ
張
り
出
す
。 

 
 
 
 

短
い
言
葉
を
書
き
、
最
後
に
朱
印
を
捺

す
と
絵
が
引
き
締
ま
る
。 

 

只
の
箱
が
花
の
箱
に
な
り
、
領
収
書

入
れ
や
小
物
入
れ
に
な
る
。 

美
大
生
の
孫
娘
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
上

手
、
で
も
人
に
見
せ
て
自
慢
し
な
い
方

が
い
い
よ
」
と
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。 

 

夫
は
「
い
い
ね
」
と
喜
ん
で
使
っ
て

く
れ
る
。
花
の
箱
は
、
ま
す
ま
す
増
え 

そ
う
で
あ
る
。 

九
期
の
特
色
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橅
木
正
直 

  

平
成
三
十
一
年
度
事
業
計
画
に
、

「
会
員
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
」
を
盛
り
込

み
、
会
員
が
自
由
な
テ
ー
マ
で
そ
の
方

の
「
思
い
出
」
や
「
体
験
談
」
を
語
る

機
会
を
設
け
ま
し
た
。 

第
一
回
目 

 

Ｋ
さ
ん
は
、
「
古
希
を
迎
え
素
浪
人

の
独
白
」
と
し
て
こ
れ
か
ら
ど
う
過
ご

す
か
を
思
案
し
、
城
山
三
郎
の
著
書

「
こ
の
日
・
こ
の
空
・
こ
の
私
」
か
ら

引
用
し
た
六
ヶ
条
を
生
活
の
心
得
と

し
た
そ
う
で
す
。 

 

Ｎ
さ
ん
は
、
「
く
す
り
」
が
い
か
に

し
て
我
々
の
手
元
に
届
く
か
ま
で
の

お
話
を
開
発
か
ら
臨
床
試
験
な
ど
の

研
究
課
程
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

Ｔ
さ
ん
は
、
幼
き
頃
の
「
我
が
故
郷

釜
山
の
思
い
出
」
と
と
も
に
戦
後
の
配

給
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
現
在
の

楽
し
さ
を
語
ら
れ
ま
し
た
。 

第
二
回
目 

 

Ｍ
さ
ん
は
、
永
年
水
道
事
業
に
携
わ

ら
れ
た
経
験
か
ら
水
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
特
に
何

と
な
く
利
用
し
て
い
た
「
水
」
の
価
値

と
云
う
も
の
を
改
め
て
考
え
る
こ
と
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が
出
来
ま
し
た
。 

 
Ｎ
さ
ん
は
、
私
の
履
歴
書
と
し
て
誕

生
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
人
生
を
画

像
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
、
一
生
の
仕

事
と
さ
れ
た
「
消
防
士
」
と
な
る
ま
で

の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。 

第
三
回
目
は
、
女
性
会
員
で
す 

 

Ｕ
さ
ん
は
、
ご
自
身
が
過
去
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
た
「
手
話
」

に
つ
い
て
の
一
考
察
を
語
ら
れ
、
次
に

手
話
に
よ
る
日
常
会
話
を
例
に
、
形
の

意
味
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。 

 

Ｔ
さ
ん
は
、
「
庚
申
信
仰
」
に
つ
い

て
、
思
想
の
由
来
や
風
習
に
つ
い
て
の

話
と
地
元
の
遺
跡
な
ど
を
紹
介
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

 

Ｍ
さ
ん
は
、
民
話
の
語
り
部
と
し
て

永
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て

お
り
、
今
回
は
、
芥
川
龍
之
介
の 

「
蜘
蛛
の
糸
」
の
実
演
で
し
た
。 

 

こ
う
し
た
会
員
が
各
自
そ
れ
ぞ
れ

に
自
由
な
テ
ー
マ
で
そ
の
人
の
思
い

や
体
験
談
な
ど
を
語
る
機
会
は
初
め

て
の
試
み
で
あ
っ
た
。
興
味
の
な
い
人

も
あ
る
い
は
心
か
ら
驚
嘆
さ
れ
る
人

も
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。 

 

今
後
も
継
続
で
き
れ
ば
楽
し
い
と

思
い
ま
す
。 

「
私
の
故
郷
は
桃
源
郷
」 

 
 
 
 
 
 

十
一
期 

中
島
吉
丸 

 

今
年
、
一
年
延
期
の
２
０
２
０
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
野
球
，
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
会
場
と
な
り
、
振
る
舞
わ
れ
た
地

産
桃
が
、
海
外
選
手
団
に
絶
賛
さ
れ
た

と
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
袋
を
掛
け

な
い
で
日
光
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
て
糖

度
が
上
が
っ
た
「
あ
か
つ
き
桃
」
と
聞

い
て
い
ま
す
。 

 
複
数
の
果
物
を
手
掛
け
て
い
ま
す

が
、
桃
の
生
産
量
は
全
国
第
二
位
だ
そ

う
で
す
。
私
は
、
果
樹
園
農
家
の
三
男

と
し
て
生
を
受
け
て
七
十
余
年
、
故
郷

は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
桃
、
梨
、
リ
ン
ゴ
、

ぶ
ど
う
、
柿
等
、
色
々
な
果
物
を
生
産

し
出
荷
し
て
い
て
フ
ル
ー
ツ
に
は
何

不
自
由
な
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。 

 

春
四
月
下
旬
～
五
月
中
旬
、
家
の
前

の
山
や
愛
宕
山
に
登
り
信
達
平
野
を

望
め
ば
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
桃
、
桜
等
花

の
競
演
が
、
淡
い
ピ
ン
ク
の
雲
海
と
な

っ
て
現
れ
、
口
で
は
表
現
の
出
来
な
い

美
し
さ
が
一
週
間
程
続
き
ま
す
。
又
、

愛
宕
山
で
は
獅
子
舞
が
四
月
二
四
日

に
行
わ
れ
、
翌
日
は
早
朝
か
ら
夜
中
近

く
ま
で
各
部
落
を
一
戸
々
回
り
、
家
内

安
全
、
五
穀
豊
穣
を
祝
う
行
事
が
あ
り

ま
す
。
五
月
末
に
な
る
と
果
樹
農
家
は

大
変
な
時
期
を
向
か
え
ま
す
、
「
農
繫

期
」
で
す
。
昔
、
十
五
～
十
六
歳
の
頃

は
、
一
週
間
位
の
農
繫
期
休
み
が
あ
り
、

一
家
総
出
の
他
に
従
兄
弟
も
、
桃
等
の

摘
果
と
袋
掛
け
の
お
手
伝
い
を
し
ま

し
た
。
袋
掛
け
の
袋
は
B5
く
ら
い
の

大
き
さ
で
、
一
本
の
桃
の
木
二
五
〇
袋

位
膨
ら
ま
し
、
梅
の
実
ほ
ど
の
大
き
さ

の
桃
の
実
を
包
み
込
み
ま
す
。
こ
れ
が

終
わ
れ
ば
、
次
は
リ
ン
ゴ
と
梨
の
摘
果

作
業
で
、
大
き
な
実
を
一
つ
残
す
作
業

に
入
り
ま
す
。
旧
盆
を
向
か
え
る
頃
に

な
る
と
白
桃
が
出
始
め
て
、
父
母
、
兄
、

兄
嫁
等
が
早
朝
暗
い
内
か
ら
の
総
出

と
な
り
、
箱
詰
作
業
が
午
前
中
に
終
わ

り
出
荷
、
そ
れ
が
一
ヶ
月
位
続
き
ま
す
。

最
後
の
リ
ン
ゴ
ま
で
入
れ
る
と
十
一

月
末
ま
で
続
き
ま
す
。 

 
こ
れ
は
私
の
遠
い
昔
話
し
で
し
た
。 

今
は
、
温
暖
化
の
影
響
で
果
樹
栽
培
が

大
変
に
な
っ
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で

い
ま
す
。
写
真
家
の
秋
山
庄
太
郎
が
、

福
島
を
訪
れ
て
、
花
卉
栽
培
で
山
全
体

が
春
咲
く
色
々
な
花
が
咲
き
乱
れ
て

い
る
の
を
、
桃
源
郷
と
表
現
し
て
紹
介

し
た
の
が
、
今
で
は
一
大
観
光
地
と
し

て
有
名
な
花
見
山
で
す
。 

何
時
何
時
ま
で
も
残
し
た
い
私
の

故
郷
の
風
景
で
す
。 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
の
手
紙 

 
 
 

 
 
 

十
二
期 

河
原
塚 

成
江 

  

地
球
は
囁
き
ま
し
た
、 

で
も
あ
な
た
は
耳
を
貸
さ
な
か
っ
た
。 

 

地
球
は
話
し
ま
し
た
、 

で
も
あ
な
た
は
聞
か
な
か
っ
た
。 

 

地
球
は
叫
び
ま
し
た
、 

で
も
あ
な
た
は
耳
を
塞
い
だ
。 

 

そ
し
て
私
は
生
ま
れ
ま
し
た 

私
は
あ
な
た
を
罰
す
る
た
め
に 

生
ま
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

私
は
あ
な
た
の
目
を
覚
ま
す 

た
め
に
生
ま
れ
た
の
で
す
。 

（
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン 

リ
ー
チ
作
の
一
部
） 

 

こ
の
詩
を
友
達
か
ら
送
っ
て
も
ら

っ
た
の
は
春
頃
で
し
ょ
う
か
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た
そ
う
で
す
。 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
の
手
紙
は
強

烈
で
し
た
。
が
ん
じ
が
ら
め
に
縛
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
閉
塞
感
の
中
で
こ
の
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よ
う
に
言
葉
で
指
摘
さ
れ
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
地
球
の
温
暖
化
、
異
常
気
象
、
み

ん
な
人
間
が
支
配
で
き
る
と
錯
覚
し

て
し
ま
っ
た
自
然
界
の
逆
襲
だ
っ
た

の
だ
と
、
突
き
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

            

私
た
ち
シ
ニ
ア
大
学
で
学
ん
だ
も

の
と
し
て
、
ま
た
人
生
の
折
り
返
し
を

生
き
る
も
の
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
コ
ロ
ナ
禍
の
出
来
事
で
し
た
。
早
く

収
束
を
願
う
時
、
こ
の
詩
の
意
味
を
十

分
に
聞
き
、
目
を
覚
ま
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
の
期
も
細
々
と
定
例
会
を

開
い
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
人
と
会

え
な
い
、
お
喋
り
出
来
な
い
、
外
に
出

ら
れ
な
い
こ
と
で
、
生
き
る
こ
と
の
む

な
し
さ
を
感
じ
た
の
は
、
今
ま
で
の
人

生
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
先
日
は
十

二
期
で
子
ど
も
の
よ
う
に
み
ん
な
で

ゲ
ー
ム
を
し
、
久
し
ぶ
り
に
大
笑
い
し
、

身
体
を
動
か
し
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
大
切
な
時
間
で
し
た
。 

 

岩
槻
協
議
会
に
加
入
し
て 

十
五
期 

山
口 

満 

  
我
々
、
十
五
期
は
令
和
三
年
度
よ
り

仲
間
入
り
し
て
、
早
い
も
の
で
あ
っ
と

い
う
間
に
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
諸
先
輩
方
々
よ
り
ご
指
導
を

受
け
な
が
ら
今
日
ま
で
来
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

 

手
探
り
な
が
ら
一
年
間
の
活
動
計

画
を
立
て
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
は
、
大
河
ド
ラ
マ
で
の

「
渋
沢
栄
一
」
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
四
月

に
は
、
県
立
博
物
館
で
の
特
別
展
「
渋

沢
栄
一
の
ま
な
ざ
し
」
見
学
に
始
ま
り
、

実
際
に
深
谷
を
訪
ね
「
記
念
館
見
学
と

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
を
聞
き
」
生
誕
の
家

「
中
の
家
」
も
見
学
し
、
（
皆
、
感
動

の
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
校
外
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
他
に
、

小
江
戸
川
越
散
策
も
実
施
し
、
蔵
造
り

の
街
並
み
と
歴
史
に
触
れ
、
ま
る
で
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
良
き
思

い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

一
方
、
座
学
で
は
「
相
続
と
遺
言
」
、

「
さ
い
た
ま
市
地
域
の
歴
史
」
、
「
認

知
症
の
予
防
」
と
多
種
多
様
な
勉
強
を

通
し
、
今
後
の
人
生
の
一
助
に
す
る
活

動
も
行
い
ま
し
た
。 

次
年
度
は
、
岩
槻
協
議
会
の
行
事
へ

の
積
極
的
参
加
と
、
さ
ら
に
、
十
五
期

内
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

            
 

  

                    

編
集
後
記 

 

足
掛
け
三
年
目
に
入
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界

的
流
行
の
中
で
、
私
ど
も
高
齢
者

は
息
を
潜
め
て
生
き
て
い
ま
す
。

岩
協
校
友
会
の
活
動
の
と
も
し
火

を
絶
や
す
ま
い
と
、
静
か
に
蠢
い

て
い
ま
す
。
こ
の
会
報
二
五
号
は

そ
の
証
で
す
。 

 

今
年
度
の
広
報
部
長
を
担
当
し

た
の
は
十
二
期
で
し
た
が
、
も
ち

ろ
ん
各
期
か
ら
選
ば
れ
た
部
員
の

方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
本

号
の
発
行
が
実
現
し
ま
し
た
。
校

友
の
皆
さ
ん
に
お
読
み
い
た
だ
け

れ
ば
、
広
報
部
員
と
し
て
は
嬉
し

い
限
り
で
す
。 

渋沢栄一生誕の家「中の家」 


